
（収入） (単位：円) (単位：円)

2,931,000 △ 252,000 2,679,000 概算払受入日

0 0 0 概算払受入済額

0 0 0 精 算 払 額

1,788,000 300,000 2,088,000

0 0 0

0 5,000 5,000

120,626 △ 120,434 192

4,839,626 △ 67,434 4,772,192

（支出） (単位：円)

総額 うち限度額 限度超過額

1,820,000 △ 73,000 1,747,000 1,747,000 1,747,000 0 0

170,200 △ 4,120 166,080 0 0 0 166,080

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

1,191,256 61,920 1,253,176 1,215,976 1,215,976 0 37,200

291,850 △ 54,135 237,715 0 0 0 237,715

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

854,200 △ 5,320 848,880 816,480 816,480 0 32,400

38,472 8,219 46,691 0 0 0 46,691

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

8,660 424 9,084 0 0 0 9,084

420,988 △ 5,832 415,156 392,476 392,476 0 22,680

0 0 0 0 0 0 0

44,000 4,410 48,410 0 0 0 48,410

4,839,626 △ 67,434 4,772,192 4,171,932 4,171,932 0 600,260

収    支    計　　算　　書

団 体 名 一般社団法人日本水中スポーツ連盟

助 成 活 動 の 内 容 競技会開催（普及）

助 成 活 動 名 第28回フィンスイミング日本選手権大会

科 目 既定予算額 増△減額 計 概算払

基 金 助 成 金 収 入 7月28日

協 賛 金 収 入 1,465,000

入 場 料 収 入 1,214,000

参 加 料 収 入

補 助 金 ･ 委 託 金 等 収 入

そ の 他 収 入

自 己 負 担 金

合 計

科 目 既定予算額 増△減額 計
助　　成　　対　　象　　経　　費 助成対象外

経費

諸 謝 金

旅 費

渡 航 費

滞 在 費

借 料 及 び 損 料

消 耗 品 費

ス ポ ー ツ 用 具 費

備 品 費

印 刷 製 本 費

通 信 運 搬 費

委 託 費

賃 金

会 議 費

雑 役 務 費

補 助 金 ･ 交 付 金

そ の 他

合 計

実行委員会や地方協会等に事務
を委任する場合は、委任先用の収
支計算書、収支簿も併せて作成し
てください。 



活動報告書

【スポーツ団体大会開催助成】

助成活動細目
競技会開催

スポーツ普及活動

助成決定者名 一般社団法人日本水中スポーツ連盟

活動名 第28回フィンスイミング日本選手権大会

活動の成果

・6月ギリシャで開催される第19回フィンスイミング世界選手権大会、7月フランスで開催される
ユース世界選手権大会の選考会で28名の日本選手権代表選手が選ばれた
・長水路におけるフィンスイミング競技の全日本選手権大会である
フィンスイミングのインターナショナルフェデレーションである世界水中連盟CMAS(IOC承認団体)が
公認する国内唯一の大会である
・日本新記録21、ユース日本新記録4、ジュニア日本新記録2樹立された

活動に対する評価

・日本新記録が多数樹立され、競技能力の向上がみられた
・大型映像モニターにて水中映像を映し出し、選手観客から大きな称賛が得られたとともに、水中
映像における泳法研究の材料が得られ、今後の競技力向上に大いに役立つと考えられる
MCが入り選手観客から大きな称賛が得られ、スムーズに進み盛大な選手権となった
参加者が増えた為、大会開催前日に器具監査を実施し当日はスムーズに競技が進められた

活
動
の
実
施
方
法

第三者への
委任（事務委任等）の有無

※第三者への委任（事務委任等）が「有」の場合、以下の記入するととも
に、委任先の収支決算書を提出すること

委任先の組織名称

委任の内容

実
施
し
た
活
動
の
内
容

開催期間・開催日
平成 28 年 5

開催場所 神奈川県横浜市　横浜国際プール

大会参加要件
2016年度連盟登録者で次のいずれかの該当者、大会参加標準記録突破者、
2015年度選手権保持者、都道府県支部あるいは加盟団体から推薦された者

月 4 日 ～ 平成 28 年 5 月 5 日

（ 2 日間）

大会種別
総合競技大会の予選会を兼ねたか

主催者 一般社団法人日本水中スポーツ連盟

共催者 なし

活動の内容

参加人数 456 人
参加国数

※国際大会の場合
か国

・世界水中連盟(CMAS)フィンスイミング競技規則に則り日本選手権申し合わせ事項により実施した
・選手352名、大会役員100名、医師1名、看護師1名、NFRep1名、小林杯・野村杯の関係者が参加し
開催された
・自動計時装置により、タイムトライアル形式で実施した
・各種目優勝者には選手権表彰とメダルを贈る、2位、3位には賞状とメダルを贈る
・大会の広報はポスター、プログラムを作成し、登録団体、指導員、開催場所に配布

活動計画及び実績

年度当初計画 実績

観戦者数 1,240 人 1,300 人

助成金以外の事業収入額 1,788,000 円 2,093,000 円

理由：（　　　　　　　　　　）

公表した内容
(複数選択可)

理由：（　　　　　　　　　　）

登録会員（競技人口）数 1,200 人 1,170 人

大会に関する広報活動
（複数選択可） （　　　　　　　　　　）

備考

※本報告書はＡ４サイズ２枚で印刷してください。

基金助成金以外の収入増加に
向けた取組み

取組内容
マスコミ等に露出を増やし、TBS体育会TV等を通じ競技の認知度が増
し、競技参加者が増加した

情
報
公
開

助
成
金
の
使
途
に
関
す
る
情
報
の
公
開

活
動
の
実
施
状
況
及
び
実
施
結
果
並
び
に

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

その他

広報誌・会報誌等で公開

特段の情報の公開は行っていない

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

助成金の交付を受けた旨は公開できない

ホームページ テレビＣＭ 広報媒体への掲載

その他

ＳＮＳ

行った

行わなかった

国際大会 日本選手権 全国大会

兼ねた 兼ねていない

有 無
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